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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の通信チャンネルを介して第２のユーザ設備と接続する第１のユーザ設備内でオブ
ジェクトを検索する方法であって、
・　前記第２のユーザ設備に対するアドレス指示を取得し、
・　トリガ事象が発生したと決定し、
・　前記アドレス指示に関連するオブジェクトの要求を組み立て、前記要求は少なくとも
２つのパラメータを含み、第１のパラメータは前記取得したアドレス指示を表し、第２の
パラメータは前記決定したトリガ事象を表し、
・　前記オブジェクトの要求を第２の通信チャンネルを介してデータ・オブジェクト・サ
ーバに送り、
・　前記第１と第２のパラメータを考慮して前記データ・オブジェクトまたは前記オブジ
ェクトの指示を前記データ・オブジェクト・サーバから受け、
・　前記受けたオブジェクトまたはオブジェクトの指示を前記第１のユーザ設備で処理す
る、
ステップを特徴とする、オブジェクトを検索する方法。
【請求項２】
　前記第１の通信チャンネルは回路交換通信チャンネルまたはパケット交換通信チャンネ
ルであり、前記第２の通信チャンネルは回線交換通信チャンネルまたはパケット交換通信
チャンネルであることを特徴とする、請求項１記載のオブジェクトを検索する方法。
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【請求項３】
　前記要求のパラメータは前記第１のユーザ設備の機能の表現であることを特徴とする、
請求項１から２のどれか記載のオブジェクトを検索する方法。
【請求項４】
　前記データ・オブジェクトは前記第１のユーザ設備の機能に従って表示されることを特
徴とする、請求項３記載のオブジェクトを検索する方法。
【請求項５】
　前記要求は送る前に暗号化することを特徴とする、請求項１から４のどれか記載のオブ
ジェクトを検索する方法。
【請求項６】
　前記受けたデータ・オブジェクトは暗号化されており、前記処理するステップは前記デ
ータ・オブジェクトの解読を含むことを特徴とする、請求項１から５のどれか記載のオブ
ジェクトを検索する方法。
【請求項７】
　前記トリガ事象は、
・　発信呼を開始中または開始しようとしている事象、
・　アドレス指定された被呼者が呼に応答する事象、
・　アドレス指定された被呼者が話し中の事象、
・　アドレス指定された被呼者が応答しない事象、
・　アドレス指定された被呼者が呼を拒否する事象、
・　アドレス指定された被呼者が見つからない事象、
・　アドレス指定された移動体電話が通話圏外にいるので、アドレス指定された被呼者が
見つからない事象、
・　着信呼が緊急または開始直後の事象、
・　会議電話を開始中または開始しようとしている事象、
・　呼が切断された事象、
・　呼を実施中の事象、
・　加入者が保留中（ｐｕｔ　ｏｎ　ｈｏｌｄ）である事象、
・　公衆陸上移動体網内で新しいセルが選択された事象、
・　加入者の位置が変わった事象、
・　新しい公衆陸上移動体網オペレータが選択された事象、
・　新しい国の登録が行われた事象、
・　ユーザ設備がスイッチ・オフしようとしている事象、
・　ユーザ設備がスイッチ・オンされた事象、
・　ユーザ設備上の所定のボタンが押された事象、
・　ユーザ設備が受けたトーク・スパート（ｔａｌｋ　ｓｐｕｒｔ）に応答して、
・　音声メールが加入者に残された事象、
・　ＳＭＳが加入者に送られた事象
の中の１つであることを特徴とする、請求項１から６のどれか記載のオブジェクトを検索
する方法。
【請求項８】
　前記トリガ事象は分析による前記アドレス指示が完了した事象であることを特徴とする
、請求項１から７のどれか記載のオブジェクトを検索する方法。
【請求項９】
　前記トリガ事象は所定のボタンによるアドレス指示が完了した事象であることを特徴と
する、請求項１から６のどれか記載のオブジェクトを検索する方法。
【請求項１０】
　呼を実施中という前記トリガ事象は呼の間に複数のトリガ事象を生成することを特徴と
する、請求項７記載のオブジェクトを検索する方法。
【請求項１１】
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　トリガ事象であると決定する前記ステップは、呼が行われている間に追加のトリガ事象
があるかどうかを更に判定して、呼の間に更なるデータ・オブジェクト要求を行うことを
可能にすることを特徴とする、請求項１から１０のどれか記載のオブジェクトを検索する
方法。
【請求項１２】
　前記トリガ事象はユーザ設備上の所定のボタンが押された事象であり、前記アドレス指
示は前記第１のユーザ設備のリスト内に含まれる電話番号であり、前記電話番号は、ミス
した着信呼、発信呼、着信呼の中の１つの電話番号であることを特徴とする、請求項１か
ら６のどれか記載のオブジェクトを検索する方法。
【請求項１３】
　商業情報は電話番号をダイヤルすることにより売られ、前記複数のトリガ事象は情報の
支払いに用いられることを特徴とする、請求項１０記載のオブジェクトを検索する方法。
【請求項１４】
　前記オブジェクトの要求は１つまたは複数のパラメータ、すなわち、
・　ＷＡＰ、ＷＭＬ、ＨＤＭＬ、ＨＴＭＬなどの、伝送に用いられる要求されたプロトコ
ルを表すパラメータ、
・　サーバ名または単なる（ｐｌａｉｎ）ＩＰアドレスなどの、データ・オブジェクト・
サーバの識別を表すパラメータ、
・　発信呼の設定などの、前記データ・オブジェクト要求をトリガした事象の種類を示す
コードを表すパラメータ、
・　少なくとも１つの着信側のユーザ設備に関連する示された被呼番号を表すパラメータ
、
・　移動局の発信者番号を表す、発信者識別を表すパラメータ、
・　要求されたデータ・オブジェクトを返すときに前記データ・オブジェクト・サーバが
用いる発呼者の網アドレス（例えば、ＩＰアドレス）を表すパラメータ、
・　スクリーン解像度、オーディオなどの、発呼者の表示機能を示す機能コードを表すパ
ラメータ、
・　用いた暗号化方式または解読キーを示すコードを表すパラメータ、
・　移動局が登録されている国を示すコードを表すパラメータ、
・　現在の公衆陸上移動体網オペレータ、または発信者が加入している公衆陸上移動体網
、またはその両方を識別するコードを表すパラメータ、
・　移動局の販売者と前記移動局の種類を示すコードを表すパラメータ、
・　設備固有識別を示すコードを表すパラメータ、
・　チェックサムなどの前記パラメータの確認コードを表すパラメータ、
の内の１つまたは複数のパラメータを更に含むことを特徴とする、請求項１から１３のど
れか記載のオブジェクトを検索する方法。
【請求項１５】
　前記オブジェクトの要求は
・　ホーム・オペレータを示すコードを表すパラメータ、
・　データ・ベアラの種類を示すコードを表すパラメータ、
・　前記販売者を示すコードを表すパラメータ、
・　前記ユーザ設備の種類を示すコードを表すパラメータ、
・　ハンズフリー・セット、チャットボード、ｍｐ３プレーヤ、ラジオ、バーコード読取
り機、ＰＤＡ、および／または任意のブルートゥース設備などの、利用可能なおよび／ま
たは添付の付属品を示すコードを表すパラメータ、
・　付属品、例えばヘッドセットまたは自動車のハンズフリー・セットなどのハンズフリ
ー付属品、が活動状態かどうかを示すコードを表すパラメータ、
・　前記方法のバージョンを示すコードを表すパラメータ、
・　前記第１のユーザ設備内に含まれるソフトウエアのバージョンを示すコードを表すパ
ラメータ、



(4) JP 4542299 B2 2010.9.8

10

20

30

40

50

の内の１つまたは複数のパラメータを更に含むことを特徴とする、請求項１から１４のど
れか記載のオブジェクトを検索する方法。
【請求項１６】
　前記第１のユーザ設備が呼を行っていないときまたは呼が終了したとき、次のトリガ事
象が起こったときに直ぐに利用できるように、データ・オブジェクトを前記データ・オブ
ジェクト・サーバから取得して前記第１のユーザ設備内に局所的に記憶することを特徴と
する、請求項１から１５のどれか記載のオブジェクトを検索する方法。
【請求項１７】
　前記アドレス指示は登録された新しい国の表現であり、前記要求されるデータ・オブジ
ェクトは前記新しい国に関係することを特徴とする、請求項１から１６のどれか記載のオ
ブジェクトを検索する方法。
【請求項１８】
　商業情報は電話番号をダイヤルすることにより売られ、前記トリガ事象は、呼が前記第
１の通信チャンネルにより接続されたときまたは呼が切断されたときなどの、支払い完了
であることを特徴とする、請求項１から１７のどれか記載のオブジェクトを検索する方法
。
【請求項１９】
　前記データ・オブジェクトは商業情報または商業情報の表現であることを特徴とする、
請求項１８記載のオブジェクトを検索する方法。
【請求項２０】
　前記データ・オブジェクト・サーバの汎用資源ロケータを前記第１のユーザ設備内に予
めプログラムしておくことを特徴とする、請求項１から１９のどれか記載のオブジェクト
を検索する方法。
【請求項２１】
　前記データ・オブジェクト・サーバは名前サーバとオブジェクト・サーバに少なくとも
論理的に分割され、また前記オブジェクトの要求を第２の通信チャンネルを介して送る前
記ステップは前記名前サーバに送ることであることを特徴とする、請求項１から２０のど
れか記載のオブジェクトを検索する方法。
【請求項２２】
　前記オブジェクトの指示を前記データ・オブジェクト・サーバから受けるステップは、
・　前記オブジェクトの指示を前記名前サーバから受ける、
ステップを含み、
　また前記オブジェクトの指示を処理するステップは、
・　前記受けたオブジェクトの指示によりオブジェクトの要求を前記オブジェクト・サー
バに送り、
・　前記パラメータを考慮して前記データ・オブジェクトを前記オブジェクト・サーバか
ら受け、
・　前記受けたオブジェクトを処理する、
ステップを含むことを特徴とする、請求項２１記載のオブジェクトを検索する方法。
【請求項２３】
　前記データ・オブジェクトをオブジェクト・サーバから受けるステップは、
・　前記名前サーバは前記オブジェクトの要求を前記オブジェクト・サーバに送付し、
・　前記パラメータを考慮して前記データ・オブジェクトを前記オブジェクト・サーバか
ら受ける、
ステップを更に含むことを特徴とする、請求項２１記載のオブジェクトを検索する方法。
【請求項２４】
　前記名前サーバの汎用資源ロケータは前記第１のユーザ設備内に予めプログラムしてお
くことを特徴とする、請求項２１から２３のどれか記載のオブジェクトを検索する方法。
【請求項２５】
　前記受けたオブジェクトまたは前記オブジェクトの指示は要求者の識別に従ってデータ
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・オブジェクトから選択されることを特徴とする、請求項１から２４のどれか記載のオブ
ジェクトを検索する方法。
【請求項２６】
　前記受けたオブジェクトは、少なくとも一時的に前記第１のユーザ設備の呼出し音の代
わりに用いられる音を含むことを特徴とする、請求項１から２５のどれか記載のオブジェ
クトを検索する方法。
【請求項２７】
　前記受けたオブジェクトは音を含み、また前記第１のユーザ設備の呼出し音は少なくと
も一時的に無音であり、前記音は呼出し音の代わりに表現されることを特徴とする、請求
項１から２５のどれか記載のオブジェクトを検索する方法。
【請求項２８】
　前記受けたオブジェクトは前記受信ユーザ設備またはＳＩＭカード内のホーンブックを
更新するための情報と機能性を含むことを特徴とする、請求項１から２７のどれか記載の
オブジェクトを検索する方法。
【請求項２９】
　図形機能を含む固定電話であって、前記電話は請求項１から２８のどれか記載の方法を
実行することを特徴とする固定電話。
【請求項３０】
　中央処理ユニットと、メモリ・ユニットと、少なくとも１個のディスプレイとで構成す
る移動体電話であって、前記移動体電話は請求項１から２８のどれか記載の方法を実行す
ることを特徴とする移動体電話。
【請求項３１】
　移動体電話機能を有しまたは移動体電話に接続する、パーソナル・ディジタル支援装置
またはラップトップ・コンピュータなどの、中央処理ユニットと、メモリ・ユニットと、
少なくとも１個のディスプレイとで構成するデータ設備であって、前記データ設備は請求
項１から２８のどれか記載の方法を実行することを特徴とするデータ設備。
【請求項３２】
　中央処理ユニットと、メモリ・ユニットと、ＳＩＭカードなどの脱着可能なメモリ・ユ
ニットと、少なくとも１個のディスプレイとで構成する移動体電話であって、前記移動体
電話は請求項１から２８のどれか記載の方法を前記脱着可能なメモリ・ユニットから実行
することを特徴とする移動体電話。
【請求項３３】
　第１のユーザ設備と、第２のユーザ設備と、前記第１のユーザ設備と前記第２のユーザ
設備の間に第１の通信チャンネルを確立する通信網と、データ・オブジェクト・サーバと
で構成する電気通信システムであって、前記第１のユーザ設備は前記第２のユーザ設備に
対するアドレス指示を取得し、トリガ事象が発生したと決定し、前記アドレス指示に関連
するオブジェクトの要求を組み立て、前記要求は少なくとも２つのパラメータを含み、第
１のパラメータは前記取得したアドレス指示を表し、第２のパラメータは前記決定したト
リガ事象を表し、更にオブジェクトの要求を第２の通信チャンネルを介して前記データ・
オブジェクト・サーバに送り、前記データ・オブジェクト・サーバは前記要求に応じて、
前記第１と第２のパラメータを考慮して前記データ・オブジェクトまたは前記データ・オ
ブジェクトの指示を前記第２の通信チャンネルを介して前記第１のユーザ設備に返し、前
記第１のユーザ設備は前記データ・オブジェクトまたは前記データ・オブジェクトの指示
を前記データ・オブジェクト・サーバから受けて、前記受けたデータ・オブジェクトまた
は前記データ・オブジェクトの指示を処理することを特徴とする、電気通信システム。
【請求項３４】
　前記要求のパラメータは前記第１のユーザ設備の機能であることを特徴とする、請求項
３３記載の電気通信システム。
【請求項３５】
　前記データ・オブジェクトは前記第１のユーザ設備の機能に従って表示されることを特
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徴とする、請求項３４記載の電気通信システム。
【請求項３６】
　前記トリガ事象は、
・　発信呼を開始中または開始しようとしている事象、
・　アドレス指定された被呼者が呼に応答する事象、
・　アドレス指定された被呼者が話し中の事象、
・　アドレス指定された被呼者が応答しない事象、
・　アドレス指定された被呼者が呼を拒否する事象、
・　アドレス指定された移動体電話が通信圏外にいるので、アドレス指定された被呼者が
見つからない事象、
・　着信呼が緊急または開始直後の事象、
・　会議電話を開始中または開始しようとしている事象、
・　呼が切断された事象、
・　呼を実施中の事象、
・　加入者が保留中である事象、
・　公衆陸上移動体網内で新しいセルが選択された事象、
・　加入者の位置が変わった事象、
・　新しい公衆陸上移動体網オペレータが選択された事象、
・　新しい国の登録が行われた事象、
・　ユーザ設備がスイッチ・オフしようとしている事象、
・　ユーザ設備がスイッチ・オンされた事象、
・　ユーザ設備上の所定のボタンが押された事象、
・　ユーザ設備が受けたトーク・スパートに応答して、
・　音声メールが加入者に残された事象、
・　ＳＭＳが加入者に送られた事象
の中の１つであることを特徴とする、請求項３３から３５のどれか記載の電気通信システ
ム。
【請求項３７】
　前記トリガ事象は所定のボタンによるアドレス指示が完了した事象であることを特徴と
する、請求項３３から３５のどれか記載の電気通信システム。
【請求項３８】
　前記オブジェクトの要求は、
・　ＷＡＰ、ＷＭＬ、ＨＤＭＬ、ＨＴＭＬなどの、伝送に用いられる要求されたプロトコ
ルを表すパラメータ、
・　サーバ名または単なる（ｐｌａｉｎ）ＩＰアドレスなどの、データ・オブジェクト・
サーバの識別を表すパラメータ、
・　発信呼の設定などの、前記データ・オブジェクト要求をトリガした事象の種類を示す
コードを表すパラメータ、
・　少なくとも１つの着信側のユーザ設備に関連する示された被呼番号を表すパラメータ
、
・　移動局の発信者番号を表す、発信者識別を表すパラメータ、
・　要求されたデータ・オブジェクトを返すときに前記データ・オブジェクト・サーバが
用いる発呼者の網アドレス（例えば、ＩＰアドレス）を表すパラメータ、
・　スクリーン解像度、オーディオなどの、発呼者の表示機能を示す機能コードを表すパ
ラメータ、
・　用いた暗号化方式または解読キーを示すコードを表すパラメータ、
・　移動局が登録されている国を示すコードを表すパラメータ、
・　現在の公衆陸上移動体網オペレータ、または発信者が加入している公衆陸上移動体網
、またはその両方を識別するコードを表すパラメータ、
・　移動局の販売者と前記移動局の種類を示すコードを表すパラメータ、
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・　設備固有識別を示すコードを表すパラメータ、
・　チェックサムなどの前記パラメータの確認コードを表すパラメータ、
の内の１つまたは複数のパラメータを更に含むことを特徴とする、請求項３３から３７の
どれか記載の電気通信システム。
【請求項３９】
　前記オブジェクトの要求は
・　ホーム・オペレータを示すコードを表すパラメータ、
・　データ・ベアラの種類を示すコードを表すパラメータ、
・　前記販売者を示すコードを表すパラメータ、
・　前記ユーザ設備の種類を示すコードを表すパラメータ、
・　ハンズフリー・セット、チャットボード、ｍｐ３プレーヤ、ラジオ、バーコード読取
り機、ＰＤＡ、および／または任意のブルートゥース設備などの、利用可能なおよび／ま
たは添付の付属品を示すコードを表すパラメータ、
・　付属品、例えばヘッドセットまたは自動車のハンズフリー・セットなどのハンズフリ
ー付属品、が活動状態かどうかを示すコードを表すパラメータ、
・　前記方法のバージョンを示すコードを表すパラメータ、
・　前記第１のユーザ設備内に含まれるソフトウエアのバージョンを示すコードを表すパ
ラメータ、
の内の１つまたは複数のパラメータを更に含むことを特徴とする、請求項３３から３８の
どれか記載の電気通信システム。
【請求項４０】
　前記第１のユーザ設備はキャッシュ・メモリを更に含み、前記第１のユーザ設備が呼を
行っていないときまたは呼が終了したとき、次のトリガ事象が起こったときに直ぐに利用
できるように、データ・オブジェクトを前記データ・オブジェクト・サーバから取得して
前記キャッシュ・メモリ内に記憶することを特徴とする、請求項３３から３９のどれか記
載の電気通信システム。
【請求項４１】
　前記トリガ事象はユーザ設備上の所定のボタンが押された事象であり、前記アドレス指
示は前記第１のユーザ設備のリスト内に含まれる電話番号であり、前記電話番号は、ミス
した着信呼、発信呼、着信呼の中の１つの電話番号であることを特徴とする、請求項３３
から４０のどれか記載の電気通信システム。
【請求項４２】
　前記データ・オブジェクト・サーバの汎用資源ロケータを前記第１のユーザ設備内に予
めプログラムしておくことを特徴とする、請求項３３から４１のどれか記載の電気通信シ
ステム。
【請求項４３】
　前記データ・オブジェクト・サーバは名前サーバとオブジェクト・サーバに少なくとも
論理的に分割され、また前記オブジェクトの要求を第２の通信チャンネルを介して送る前
記ステップは前記名前サーバに送ることであることを特徴とする、請求項３３から４２の
どれか記載の電気通信システム。
【請求項４４】
　前記オブジェクトの指示を前記データ・オブジェクト・サーバから受けるときは前記第
１のユーザ設備は前記オブジェクトの指示を前記名前サーバから受け、また前記オブジェ
クトの指示を処理するときは、前記受けたオブジェクトの指示により前記オブジェクトの
要求を前記オブジェクト・サーバに送り、前記パラメータを考慮して前記データ・オブジ
ェクトを前記オブジェクト・サーバから受け、前記受けたオブジェクトを処理することを
特徴とする、請求項４３記載の電気通信システム。
【請求項４５】
　前記名前サーバは前記オブジェクトの要求を前記オブジェクト・サーバに送付し、前記
データ・オブジェクトを前記データ・オブジェクト・サーバから受けるときは前記第１の
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ユーザ設備は前記パラメータを考慮して前記データ・オブジェクトを前記オブジェクト・
サーバから受ける、ことを特徴とする、請求項４３記載の電気通信システム。
【請求項４６】
　前記受けたオブジェクトは、少なくとも一時的に前記第１のユーザ設備の呼出し音の代
わりに用いられる音を含むことを特徴とする、請求項３３から４５のどれか記載の電気通
信システム。
【請求項４７】
　前記受けたオブジェクトは音を含み、また前記第１のユーザ設備の呼出し音は少なくと
も一時的に無音であり、前記音は呼出し音の代わりに表現されることを特徴とする、請求
項３３から４５のどれか記載の電気通信システム。
【請求項４８】
　前記受けたオブジェクトは前記受信ユーザ設備またはＳＩＭカード内の電話帳を更新す
るための情報と機能性を含むことを特徴とする、請求項３３から４７のどれか記載の電気
通信システム。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
（背景）
本発明は一般に通信システム内で情報を交換する方法と装置に関する。より詳しくは、本
発明は専用または公衆データ通信網（data communication network）に、また公衆または
専用電気通信網（telecommunication network）に接続する通信システムに関する。
【０００２】
現在、データ通信網が発達して、ますます多くのユーザが世界中でインターネットにアク
セスしている。インターネットは知識源だけでなくビジネスの市場になり、ますます多く
のユーザを引きつけている。現在、全ての人がインターネットにアクセスできる方法を与
えるよう、データ通信業界に大きな圧力がかかっている。ブロードバンドによる方式は絶
えず開発され、地域的または全国的なアクス網が計画され、立ち上げられている。現在最
も普通の方法である電気通信網（例えば、公衆交換電気通信網（ＰＳＴＮ）プロバイダ）
を介するモデム・アクセスは、例えば電力線またはケーブルＴＶを用いた、より高いデー
タ・レートが期待される他のアクセス方法に置き換えられつつある。
【０００３】
同時に、あらゆるユーザに移動性を与えるという、もう１つの競争に電気通信業界は直面
している。従来、電気通信は音声通信が中心であった。しかしデータ通信が増えるに従っ
て、他の要求（例えば、高速データ転送）や新しい可能性が生じている。移動体システム
が発展して、現在ではパケット・ベースのシステムがますます増加する段階である。デー
タ通信の場合は、パケット交換システムの方が回線交換システム（circuit switched sys
tem）よりいくつかの点で優れている。パケット交換システムでは、ユーザは、システム
がシグナリングを制御するときだけ、またはユーザ情報を送るときだけ伝送資源を用いる
。回線交換システムでは、伝送が行われていないときでも常時ユーザに伝送資源が割り当
てられる。実時間音声通信では、回線交換システムはいくつかの明確な利点を有する。な
ぜなら、実時間伝送では通信を予測することが困難だからである。データ通信では、必要
な伝送資源を予測することはあまり重要ではない。なぜなら、遅れや遅れの変動に対する
要求は、音声の場合ほど通信の質に影響を与えないからである。したがって、何か送信す
るものがあるときだけ使用し、送信しないときは他のユーザのためにチャンネルを空けて
おくので、多くのユーザを伝送信資源に接続することができる。
【０００４】
かかるシステムの１つは、一般パケット無線サービス（ＧＰＲＳ）と呼ぶＥＴＳＩ　ＧＳ
Ｍ仕様に準拠する移動通信システムのパケット・データ方式である。ＧＰＲＳを用いると
、現在のようにデータ通信を回線交換チャンネル上で行うのに比べて、より高いビット・
レートで、より多くのユーザが通信することができる。ＧＳＭに比べて、ＧＰＲＳはデー
タ通信ユーザに移動性を提供する1つのステップであり、「従来の」電気通信ユーザ（す
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なわち実時間音声通信ユーザ）に移動性を与えるよう最適化されている。
【０００５】
現在電気通信網で送られるデータ通信は、通常、インターネット・サーバまたはメール・
サーバにアクセスすることにより実施する。ユーザは遠方のサーバにログオンして、例え
ばモデム・プールを通してデータ通信網にアクセスする。ユーザはモデム・プールにダイ
ヤルしてサーバに接続し、そこから局所（local）網にもグローバル網にもアクセスする
ことができる。マイクロソフト・エクスプローラやネットスケープ・ナビゲータなどのブ
ラウザを用いてインターネット上を動き、インターネット・ページまたはアドレスを切り
替える。通常、個人ユーザや組織は、個人情報や任意の種類の情報を与える内部網または
外部網上で自分のデータ・オブジェクト（すなわち、ホームページ）を設計する。データ
網に接続して正しいアドレスを入力すれば、ユーザはこれらのデータ・オブジェクトにア
クセスすることができる。アドレスは、網内のノード名（例えば、サーバ名）と随意のテ
キスト・ストリングを組み合わせて選択することが多い。一般に、所望のデータ・オブジ
ェクトを見つけるのは簡単ではない。なぜなら、テキスト・ストリングとサーバ名が明確
でないからである。
【０００６】
電気通信網内でアドレス指定するには、例えば音声通信を行うには、通常、移動体電話な
どのユーザ設備（ＵＥ）で電話番号を入力する。電話番号はワールドワイドでユニークな
アドレス指定ストリングである。発呼者（Ａ側（A-party））は被呼者（Ｂ側（B-party）
）にアドレス指定ストリング（Ｂ番号）をダイヤルする。Ａ側が加入している網の種類に
従って、呼の要求は１つまたは複数の公衆電気通信網を経由して正しいアドレスに到達し
、通信を開始する。
【０００７】
電気通信網に接続するコンピュータからユーザがインターネットに接続を希望する場合も
上の方法が用いられる。ユーザは、データ通信網にアクセスすることが可能なモデム・プ
ール（modem pool）宛てにＢ番号をダイヤルしてデータ通信網に接続する。このアクセス
方法以外には、情報も被呼サーバとの対話の可能性もない。
特定のデータ・オブジェクトを得るためにインターネットにアクセスする現在の方法には
問題があると出願者は考える。なぜなら、データ・オブジェクトをアドレス指定する方法
が明確でないからである。また電気通信業界には、インターネットにアクセスする簡単な
方法を提供することや、モデム番号を呼び出してそれから先は所望のホームページまたは
データ・オブジェクトにユーザが自分で接続するという現在の方法以外の方法をユーザに
提供するというニーズがある。
【０００８】
（概要）
本発明は、データ・オブジェクトを識別し見つけて一組のデータ・オブジェクトの間を動
く（navigate）という上に述べた欠点を、データ通信網と電気通信網の間を新しい方法で
接続することにより除去するものである。
本発明の１形態では、ダイヤルされたＢ側の番号をデータ・オブジェクトに接続する方法
を説明する。Ｂ側の番号を特定のデータ・オブジェクト（以後、ホーンページ（phonepag
e）と呼ぶ）に接続することにより、Ｂ側が発呼者に表示したいと希望する情報にＡ側は
直接アクセスすることができる。ホーンページは、電気通信網のメモリ内に、またはこれ
に接続するデータ通信網のメモリ内に常駐する。ホーンページの外観は、インターネット
・ウエブ・ページの外観と同じでもよいし、違ってもよい。ホーンページの表示はＡ側の
ユーザ設備の機能に従って行ってよい。
【０００９】
Ａ側が用いる設備の種類を検出すると、設備の種類に従って、ホーンページを記憶するノ
ードは選択されたデータ・オブジェクトを表示する最も良い方法を選択する。
またＡ側のユーザ設備の種類に従って、ホーンページは種々のレベルの対話方法（すなわ
ち、情報を表示するだけや、Ａ側とホーンページを記憶しているメモリを含むノードとの
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間の二重通信を行う完全対話方式のデータ・オブジェクト）を提供する。
ホーンページは自動的に表示しても、Ａ側からの指示により表示してもよい。本発明の１
形態では、Ｂ側も、着信呼とＡ番号を受けるとホーンページを取得するという同じ機能を
有する。
【００１０】
本発明の別の形態では、データ通信システムまたは電気通信システム内のノードについて
説明する。ノードは少なくともホーンページの指示を含む少なくとも１個のデータベース
・メモリから成り、遠方の要求からのアクセスがあると前記指示を返す。
発呼したＡ側への指示の転送は、接続の種類と接続に用いられるアクセス方式に依存する
。例えば、回線交換通信とパケット交換通信を同時に接続できるときは、指示はパケット
交換通信資源で転送し、例えば音声通信は回線交換通信資源で行ってよい。別の種類の接
続では、１つまたは複数の同時パケット交換通信資源で２つのデータ・フローを設定する
（例えば、音声伝送とデータ伝送）。別の例として、音声通信は回線交換通信資源で行い
、ホーンページ指示はＳＭＳチャンネルなどの性能が制限されたパケット交換チャンネル
で転送する。
【００１１】
本発明では、第１の通信チャンネルを介して第２のユーザ設備と接続可能な第１のユーザ
設備内のオブジェクトを検索する方法は多数のステップを含む。第１のステップでアドレ
ス指示を取得する。第２のステップで、トリガ事象が発生したと決定してアドレス指示に
関連するオブジェクトの要求を組み立てる。要求は少なくとも２つのパラメータを含む。
第１のパラメータは取得したアドレス指示を表し、第２のパラメータは決定したトリガ事
象を表す。第３のステップで、オブジェクトの要求を第２の通信チャネルを介してデータ
・オブジェクト・サーバに送る。第４のステップで、パラメータを考慮してデータ・オブ
ジェクトまたはオブジェクトの指示をデータ・オブジェクト・サーバから受ける。最後に
第５ステップで、受けたオブジェクトまたはオブジェクトの指示を処理する。
【００１２】
この方法の或るバージョンでは、第１の通信チャンネルと第２の通信チャンネルは同時の
通信チャンネルである。この方法の別のバージョンでは、第１の通信チャンネルと第２の
通信チャンネルは非同時の通信チャンネルである。
第１の通信チャンネルは回線交換通信チャンネルまたはパケット交換通信チャンネルでよ
く、第２の通信チャンネルは回線交換通信チャンネルまたはパケット交換通信チャンネル
でよい。
【００１３】
アドレス指示は第１のユーザ設備および／または第２のユーザ設備の電話番号でよい。
この方法のあるバージョンでは、第１のユーザ設備は発信ユーザ設備であり、第２のユー
ザ設備は着信ユーザ設備である。この方法の別のバージョンでは、第２のユーザ設備は発
信ユーザ設備であり、第１のユーザ設備は着信ユーザ設備である。
【００１４】
要求のパラメータは、ホーム・オペレータを示すコードの表現、データ・ベアラの種類を
示すコードの表現、販売者を示すコードの表現、ユーザ設備の種類を示すコードの表現、
ハンズフリー・セット、チャットボード、ｍｐ３プレーヤ、ラジオ、バーコード読取り機
、ＰＤＡ、および／または任意のブルートゥース設備などの利用可能なおよび／または添
付の付属品を示すコードの表現、付属品、例えば、ヘッドセットや自動車ハンズフリー・
セットなどのハンズフリー付属品、が活動状態であるかどうか（活動状態のハンズフリー
付属品はオーディオ・データ・オブジェクトを伴う）を示すコードの表現、方法のバージ
ョンを示すコードの表現、の中の１つまたは複数の表現でよい。
好ましくは、要求は送る前に暗号化する。受けたデータ・オブジェクトは暗号化されてお
り、処理するステップはデータ・オブジェクトの解読を含む。
【００１５】
トリガ事象は、発信呼が開示されているまたはまさに開始されようとしている（an outgo
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ing call being or is about to be initiated）事象、アドレス指定された被呼者が呼に
応答する事象、アドレス指定された被呼者が話し中の事象、アドレス指定された被呼者が
応答しない事象、アドレス指定された被呼者が呼を拒否する事象、着信呼が緊急または開
始直後の事象、呼が切断された事象、呼を実施中の事象、の中の１つまたは複数の事象で
よい。またトリガ事象は、公衆陸上移動体網（public land mobile network：ＰＬＭＮ）
内の１つまたは複数の新しいセルを選択したこと、または加入者の位置が変化したことで
よい。好ましくは、アドレス指示が新しいセルまたは加入者の位置の表現のとき、要求さ
れるデータ・オブジェクトは新しいセルまたはローカルな広告などの加入者の位置に関す
る。トリガ事象は新しい公衆陸上移動体網（ＰＬＭＮ）オペレータを選択することでよい
。好ましくは、アドレス指示が新しい公衆陸上移動体網オペレータの表現のとき、要求さ
れるデータ・オブジェクトは、提示される新しい公衆陸上移動体網オペレータの価格表を
含むなどの、新しい公衆陸上移動体網オペレータに関係する。トリガ事象は新しい国の登
録を行うことでもよい。好ましくは、アドレス指示が新しい国の登録の表現のとき、要求
されるデータ・オブジェクトはその新しい国に関係する。
【００１６】
この方法の或るバージョンでは、トリガ事象であると決定するステップは、呼が行われて
いる間に別のトリガ事象があるかどうかを更に判定して、呼の間に更なるデータ・オブジ
ェクト要求を行うことを可能にする。
有利なことに、商業情報（commercial information）は電話番号をダイヤルすることによ
り売ることができる。この場合のトリガ事象は、呼が第１の通信チャネルにより接続され
たときまたは呼が切断されたときなどの、支払い完了とすることができる。好ましくは、
データ・オブジェクトは商業情報または商業情報を代表するものである。
【００１７】
トリガ事象はユーザ設備上の所定のボタンを押すという事象でよい。この場合は、アドレ
ス指示は第１のユーザ設備のリスト内に含まれる電話番号とすることができる。好ましく
は電話番号は、ミスした着信呼（a missed incoming call）、発信呼、着信呼の中の１つ
の電話番号である。
有利なことに、要求のパラメータはデータ・オブジェクト・サーバを識別するコードの表
現でよい。この場合、データ・オブジェクト・サーバを識別するコードの表現は、好まし
くはサーバ名または単にＩＰアドレスを表す。
【００１８】
第１のユーザ設備が呼を行っていないときまたは呼が終了したとき、次のトリガ事象のと
きに直ぐ利用できるように、データ・オブジェクトをデータ・オブジェクト・サーバから
取得して第１のユーザ設備内に局所的に記憶してよい。
データ・オブジェクト・サーバの汎用資源ロケータ（universal resource locator）を第
１のユーザ設備内に予めプログラムしておくと有利である。
【００１９】
この方法の或るバージョンでは、データ・オブジェクト・サーバは名前サーバとオブジェ
クト・サーバに少なくとも論理的に分割され、オブジェクトの要求を第２の通信チャンネ
ルを介して送るステップでは名前サーバに送る。次に或るバージョンでは、オブジェクト
の指示をデータ・オブジェクト・サーバから受けるステップは、オブジェクトの指示を名
前サーバから受けるステップを含み、また、オブジェクトの指示を処理するステップは、
受けたオブジェクトの指示によりオブジェクトの要求をオブジェクト・サーバに送り、パ
ラメータを考慮してデータ・オブジェクトをオブジェクト・サーバから受け、受けたオブ
ジェクトを処理するステップを含む。また別のバージョンでは、データ・オブジェクトを
受けるステップは、名前サーバはオブジェクトの要求をオブジェクト・サーバに送付し、
パラメータを考慮してデータ・オブジェクトをオブジェクト・サーバから受けるステップ
を含む。名前サーバの汎用資源ロケータは好ましくは第１のユーザ設備内に予めプログラ
ムしておくとよい。
【００２０】
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或るバージョンでは、受けたオブジェクトまたはオブジェクトの指示は要求者の識別に従
ってデータ・オブジェクトから選択される。例えば、要求者に返されるホーンページは、
誰がホーンページを要求したかに従って異なる外観をとる。
或るバージョンでは、受けたオブジェクトは、少なくとも一時的に第１のユーザ設備の呼
出し音の代わりにまたはこれに追加して与えられる音を含む。別のバージョンでは、受け
たオブジェクトは音を含み、第１のユーザ設備の呼出し音は少なくとも一時的に無音であ
り、音は呼出し音の代わりに与えられる。
【００２１】
本発明の１つの実施の形態は図形機能を含む固定電話であって、この電話はここに説明し
た本発明に係る方法の任意のバージョンを実行する。本発明の別の実施の形態は、中央処
理ユニットと、メモリ・ユニットと、少なくとも１個のディスプレイとで構成する移動体
電話であって、この移動体電話はここに説明した本発明に係る方法の任意のバージョンを
実行する。本発明の更に別の実施の形態は、中央処理ユニットと、メモリ・ユニットと、
脱着可能なメモリ・ユニット（例えば、ＳＩＭカード）と、少なくとも１個のディスプレ
イとで構成する移動体電話であって、この移動体電話はここに説明した本発明に係る方法
の任意のバージョンを好ましくは脱着可能なメモリ・ユニットから実行する。本発明の別
の実施の形態は、中央処理ユニットと、メモリ・ユニットと、少なくとも１個のディスプ
レイとで構成する移動体電話であって、この移動体電話はここに説明した本発明に係る方
法の任意のバージョンに係る方法をメモリ・ユニットにダウンロードする。本発明の別の
実施の形態は、中央処理ユニットと、メモリ・ユニットと、少なくとも１個のディスプレ
イとで構成する、移動体電話機能を有しまたは移動体電話に接続するパーソナル・ディジ
タル支援装置またはラップトップ・コンピュータなどのデータ設備であって、このデータ
設備はここに説明した本発明に係る方法の任意のバージョンに従う方法を実行する。
【００２２】
本発明では、電気通信システムは第１のユーザ設備と、第２のユーザ設備と、第１のユー
ザ設備と第２のユーザ設備の間に第１の通信チャンネルを確立する通信網と、データ・オ
ブジェクト・サーバとで構成する。第１のユーザ設備はアドレス指示を取得し、トリガ事
象が発生したと決定し、アドレス指示に関連するオブジェクトの要求を組み立てる。要求
は少なくとも２つのパラメータを含む。第１のパラメータは取得したアドレス指示を表し
、第２のパラメータは決定したトリガ事象を表す。第１のユーザ設備は、オブジェクトの
要求を第２の通信チャンネルを介してデータ・オブジェクト・サーバに送る。データ・オ
ブジェクト・サーバは要求に応じて、パラメータを考慮してデータ・オブジェクトまたは
データ・オブジェクトの指示を第２の通信チャンネルを介して第１のユーザ設備に返す。
第１のユーザ設備はデータ・オブジェクトまたはデータ・オブジェクトの指示をデータ・
オブジェクト・サーバから受けて、受けたデータ・オブジェクトまたはデータ・オブジェ
クトの指示を処理する。
【００２３】
（詳細な説明）
ＧＳＭに基づく電気通信システムを回線交換通信システムとして、またＧＰＲＳをパケッ
ト交換通信システムとして参照して、以下に本発明を説明する。しかしここに説明する実
施の形態は例として示したものであって、他のパケットおよび回線交換システムも、同様
にデータ通信と音声通信の両方に用いられるものである。音声通信は回線交換システムだ
けでなくパケット交換システムでも伝送することができる。以下に示す適当なアクセス（
接続）方式を持つ固定および移動の回線交換システムとパケット交換システムはどれも用
いることができる。例えば、時分割多元アクセス（ＴＤＭＡ）、符号分割多元アクセス（
ＣＤＭＡ）、周波数分割多元アクセス（ＦＤＭＡ）、直交周波数分割多元アクセス（ＯＦ
ＤＭＡ）、時分割二重化（ＴＤＤ）、周波数分割二重化（ＦＤＤ）、またはこれらの任意
の組み合わせである。本発明はいかなる特定の型の通信網またはアクセス方式にも限定さ
れない。
【００２４】
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図１は、多数の異なる通信網が相互接続されている通信インフラストラクチャの概観１０
を示す。図１は、回線交換（ＣＳ）移動体通信網に含まれるノード（例えば、移動体交換
局（ＭＳＣ）１１８、基地局サブシステム（ＢＳＳ）１１２）と、パケット交換（ＰＳ）
移動体通信網に含まれるノード（例えば、サービングＧＰＲＳ支援ノード（ＳＧＳＮ）１
１４、ゲートウエイＧＰＲＳ支援ノード（ＧＧＳＮ）１１６）の両方を含む。一般に、Ｓ
ＧＳＮは１つのプロトコルに従うデータ・パケットを、エア・インターフェースで用いら
れるプロトコルに従うデータ・パケットに再区分するなどの機能性を含む。またＳＧＳＮ
は、１つまたは複数のＢＳＳ１１２とサービスの質（ＱｏＳ)機構を制御する機構を含む
。ＧＧＳＮは或る移動体パケット・データ網と他のパケット・データ網、例えばデータ網
１２０、との間の通信を維持するに必要な機能性を含む。網のＣＳ部はＰＳＴＮ網１４０
に接続し、網のＰＳ部はデータ網１２０に接続する。データ網は外部網または内部網（す
なわち、大域アクセスまたは地域アクセス機能を持つもの）でよい。図に示すように、網
のＰＳ部とＣＳ部はＭＳＣ１１８とＳＧＳＮ１１４の間のインターフェースにより相互接
続してよい。ＢＳＳ１１２は無線でパケット交換通信資源（１６１）と回線交換通信資源
（１６２）で網のＰＳ部とＣＳ部にサービスして、ＰＳおよびＣＳのサービス・ユーザと
そのユーザ設備（ＵＥ）１００に移動性を与える。ＵＥ１００は例えば、移動体電話、ま
たは任意の種類のデータ装置（例えば、パーソナル・ディジタル支援装置（ＰＤＡ）また
はラップトップ・コンピュータ）に接続する移動体電話でよい。ＰＳＴＮ１４０は固定網
に接続するユーザ（ユーザ装置）に対して、例えば「普通の電話（ＰＯＴ）」やファクシ
ミリやデータ・モデム装置１５０にサービスを提供する。ＰＳＴＮ１４０に直接または間
接に接続する装置の他の例としては、ＩＳＤＮ端末や、デジタル加入者線（ＤＳＬ）（例
えば、ＡＤＳＬ、ＨＤＳＬ、ＸＤＳＬ）を介して接続する通信装置がある。
【００２５】
データ網１２０は一般に１個または複数個のルータ（図示せず）とデータ・ブリッジを含
み、複数個のノードが互いに相互接続して通信する。また本発明に関連して用いられるデ
ータ網はデータ・オブジェクト・サーバ１３０を含む。一般にデータ網内には複数個のデ
ータ・オブジェクト・サーバが含まれるが、説明の都合と簡単化のために、図１には１個
のデータ・オブジェクト・サーバ１３０だけを示す。好ましい実施の形態では、データ・
オブジェクト・サーバ１３０の機能性は２つの論理的に異なる部分、名前サーバとオブジ
ェクト・サーバに分割される。名前サーバとオブジェクト・サーバは物理的に分離しても
よいし単に論理的に分離してもよい。名前サーバは、電話番号や事象などのアドレス指示
と、所望のオブジェクト（ホーンページ）が常駐するオブジェクトサーバの該当する位置
（例えばＵＲＬ（汎用資源ロケータ）などのＵＲＩ（汎用資源識別子））とを互いに変換
する。オブジェクト・サーバは所望のオブジェクト（ホーンページの内容）を管理する。
複数の名前サーバを設けてよく、例えば移動体電話網オペレータまたは移動体電話の販売
者は特定の名前サーバを操作する。ユーザ設備の特定の実施の形態は、どの名前サーバを
用いるかを決定する。好ましい実施の形態では、例えばＳＩＭカードにより或る特定の網
オペレータに関連するユーザ設備は、その網オペレータが管理する名前サーバに要求を自
動的に送る。例えばＳＩＭカード内でプログラムして、ユーザが指定する網オペレータ（
例えば、ＳＩＭカードが決定する）が管理する名前サーバにユーザ設備の要求を自動的に
送ることにより、例えば機密保持や速度や冗長度に関連する種々の利点が得られる。
【００２６】
データ網の例としてインターネット網とイントラネット網がある。ＵＥ１００は、ＰＳＴ
Ｎ１４０に接続する図示されたＢ側の電話１５０まで、ＵＥ１００とＢＳＳ１１２の間に
設けられたＣＳ通信チャンネル１６１を通して、更にＭＳＣノード１１８を介して完全に
論理的な接続１７１を行い、これによりＵＥ１００と電話１５０の間に会話が行われる。
同様に、ＵＥ１００は、データ網１２０に接続する設備（例えばデータ・オブジェクト・
サーバ１３０）まで、ＵＥ１００とＢＳＳ１１２の間に設けられたＰＳ通信チャネル１６
２を通して、更にＳＧＳＮ１１４ノードとＧＧＳＮ１１６ノードを介して完全に論理的な
接続１７２を行い、これによりＵＥ１００とデータ・オブジェクト・サーバ１３０の間に
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データが送られる。
【００２７】
本発明の１つの実施の形態では、データ・オブジェクト・サーバ１３０は図形情報オブジ
ェクト（すなわち、電話番号などのアドレス指示に関連するホーンページ）を含む。電話
番号は加入者番号（すなわち、発信ユーザ設備をアドレス指定するＡ番号と、着信ユーザ
設備をアドレス指定するＢ番号）と同じである。Ｂ番号をダイヤルすると、Ａ側はＰＳ通
信チャンネルによりデータ・オブジェクト・サーバ１３０に接続し、ダイヤルされたＢ番
号に対応するメモリ・アドレスと共にデータ・オブジェクト（すなわち、データ・オブジ
ェクト・サーバのメモリ位置内に記憶されている「ホーンページ」）を受ける。データ・
オブジェクト・サーバはＢ側に関する情報を持つホーンページを直接含んでもよいし、Ｂ
側の加入者が保持する内部または外部のデータ網内の位置に単に直接アクセスできるよう
にしたものでもよい。すなわち、オブジェクト・サーバ１３０はまず、与えられたＢ番号
を、ホーンページが常駐する対応するＵＲＩに変換する番号サーバとして機能し、物理的
に分離されたホーンページ・オブジェクト・サーバにあってよい。実際の要求されたホー
ンページの変換と送付は、透明である（すなわち、ホーンページ番号サーバはホーンペー
ジ要求を当該ホーンページ・オブジェクト・サーバに渡し（すなわち、送り）、このホー
ンページ・オブジェクト・サーバが直接にまたは名前サーバを介して間接に要求者と通信
する）場合と、ホーンページ番号サーバは要求されたホーンページのＵＲＩを要求者に返
し、要求者はＵＲＩを用いて改めて所望のホーンページを要求する場合とがある。
【００２８】
Ｂ側のホーンページはＢ側のユーザに関する情報（例えば、電話番号、住所、および／ま
たはその他の情報）を含む。Ｂ側のホーンページを受けると、１つまたは複数の手続きが
行われる。Ｂ番号がＰＯＴ１５０をアドレス指定する場合は回線交換音声接続が設定され
る。Ｂ番号が別の装置をアドレス指定する場合は別の事象（支払いサービスが用いられる
ときなど）が起こる。もちろん、これは用いるＡ側の装置ＵＥ１００に依存する。
【００２９】
本発明の或る形態では、ＵＥ１００はＰＳ通信チャネルの使用を支援しないので、データ
・オブジェクトは他の手段（例えば、ショート・メッセージ・サービス（ＳＭＳ）、また
は仮ＣＳ通信チャネル）で検索する。或る場合には、検索されたデータ・オブジェクトは
、ＳＭＳが与える所望のホーンページへのＵＲＩそのものである。ＳＭＳを受けたことを
トリガ事象として用いる場合は、ユーザ設備は到着したＳＭＳを走査し、ＵＲＩが見つか
ると、この受けたＵＲＩを持つブラウザを起動する。本発明の別の形態では、例えば特定
のＱｏＳを有するＰＳ通信チャネルを用いて通信システム１０の中で音声を送る。このと
きはＰＳＴＮ１４０とデータ網１２０を何らかの手段（図１に示さず）で相互接続する。
【００３０】
図２は、本発明の１つの実施の形態に係る、発信ＵＥ（ＵＥ１００など）内でＵＥを用い
てホーンページをＡ側に送るための手続きの流れ図を示す。ステップ２０５で、この手続
きはＡ側から実施する（例えば、ＵＥのスイッチを入れる）ことにより開始する。ステッ
プ２１０で、ホーンページ要求のトリガが自動的に（例えば、相手側が呼を終了すること
により）またはＡ側が手動で（例えば、Ｂ番号をダイヤルすることにより）示される。番
号のホーンページが最後に呼んだ、またはミスした（missed）、または最後に受けたもの
（すなわち、ユーザ設備内に記憶されている番号に関連するホーンページ）のとき、手動
の要求が特に適している。ホーンページは、真のオフライン・セッションのためにユーザ
設備内の該当する番号に関連して記憶しておくか、または要求があったときに検索する。
【００３１】
トリガ事象２１０は多数の事象の少なくとも１つでよい。例えば、
・　複数のトリガ事象を生成する呼が行われ、ホーンページのフローが生成される。
・　発信呼を開始中または開始しようとしている。
・　アドレス指定されたＢ側が呼に応答する。
・　アドレス指定されたＢ側が話し中である。
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・　アドレス指定されたＢ側が応答しない。
・　アドレス指定されたＢ側が呼を拒否する。
・　アドレス指定されたＢ側が見つからない（例えば、アドレス指定された移動体電話が
通信圏外にいる）。
・　着信呼が緊急である、または開始直後である。
・　会議電話を開始中または開始しようとしている。
・　呼が切断された。
・　加入者が保留中である。
・　ＵＥがスイッチ・オフ直前である。
・　ＵＥがスイッチ・オンされた。
・　ＵＥ上の所定のボタンが押された。
・　ＵＥが受けたトーク・スパート（talk spurt）に応じて。
・　音声メールが加入者に残された。
・　ＳＭＳが加入者に送られた。
【００３２】
或るトリガ事象が起こると例えば網オペレータから特殊なサービスが提供され、または自
動的に位置に関する情報または広告が提供される。かかるトリガ事象は次の１つまたは複
数の事象である。
・　ＰＬＭＮ内の新しいセルが選択された。
・　加入者の位置が変化した。例えば、最寄りのファーストフード・チェーン・レストラ
ンなどのローカルな広告が提供される。
・　新しい公衆陸上移動体網（ＰＬＭＮ）オペレータ（operator）が選択される。これに
より、例えば選択されたＰＬＭＮオペレータの価格表が提示される。
・　新しい国の登録が行われる。このトリガ事象を用いて、新しい国に関する１つまたは
複数のホーンページを提供することができる。
【００３３】
上に述べたように、呼の間の複数のトリガ事象がホーンページの要求を生成することがあ
る。音声通信を始める前に用いられる挨拶のホーンページや、会話中の１つまたは複数の
ホーンページ（これは相手側によって押される、すなわち、指示し／送られてもよい）や
、音声通信を終了するときの別れの挨拶のホーンページがあってよい。全てのホーンペー
ジは、音声通信を開始する前に検索して発信側と受信側の双方のそれぞれのユーザ設備の
キャッシュ・メモリ内に記憶することができる。それぞれのユーザ設備のキャッシュ・メ
モリ内に記憶するのは、一方または双方のユーザ設備が音声通信とデータ通信を同時に支
援しない場合に特に適している。
【００３４】
必要に応じてステップ２２０で暗号化した後、ステップ２３０でＡ側は要求を実施し、こ
の要求を通信チャンネルを介して（例えば、図１に示すようにパケット交換により）デー
タ・オブジェクト・サーバに送る。このデータ・オブジェクト要求は多数の異なるパラメ
ータの少なくとも１つを含む。例えば、
・　ホーム・オペレータを示すコード。
・　データ・ベアラの種類を示すコード。
・　販売者（例えばノキアなど、ユーザ設備のブランド／メーカ）を示すコード。
・　ユーザ設備の種類（例えば、７１１０）を示すコード。
・　ハンズフリー・セット、チャットボード、ｍｐ３プレーヤ、ラジオ、バーコード読取
り機、ＰＤＡ、および／または任意のブルートゥース設備などの、利用可能なおよび／ま
たは添付の付属品を示す１つまたは複数のコード。
・　付属品（例えば、ヘッドセットまたは自動車のハンズフリー・セットなどのハンズフ
リー付属品）が活動状態かどうかを示すコード。活動的なハンズフリー・ヘッドセットは
オーディオ・ホーンページを含む。
・　ユーザ設備のソフトウエア・バージョンを示すコード。
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【００３５】
・　伝送に用いられる要求されたプロトコル（例えば、ＷＡＰ、ＷＭＬ、ＨＤＭＬ、ＨＴ
ＭＬ、ＨＴＴＰ）。
・　データ・オブジェクト・サーバの識別（例えば、サーバ名または単にＩＰアドレス）
。
・データ・オブジェクト要求をトリガした事象の種類（例えば、発信呼の設定）を示すコ
ード。
・　少なくとも１つのＢ側の設備に関連する示されたＢ番号。
・　Ａ側識別（例えば、移動局のＡ番号）または加入識別（例えば、ＩＭＳＩ（国際移動
体加入者識別））。
・　要求されるデータ・オブジェクトを返すときにデータ・オブジェクト・サーバが用い
るＡ側の網アドレス（例えば、ＩＰアドレス）。
・　Ａ側の表現機能（例えば、スクリーン解像度、オーディオなど）を示す機能コード。
・　用いた暗号化方式および／または解読キーを示すコード。
・　移動局が登録されている国を示すコード（国コード）。
・　現在のＰＬＭＮ（Ｖ－ＰＬＭＮ）オペレータ、またはＡ側が加入しているＰＬＭＮ（
Ｈ－ＰＬＭＮ）、またはその両方を識別するコード。
・　設備固有識別を示すコード。
・　パラメータの確認コード（例えば、チェックサム）。
【００３６】
本発明の別の形態では、２３０のデータ・オブジェクト要求に対してデータ・オブジェク
ト・サーバは暗号形式で答えてよい。この場合は、ユーザ設備は応答を受けた後、ステッ
プ２５０で解読する。
データ・オブジェクトが１つまたは複数のホーンページを含む場合は、次にステップ２６
０で表現手続きを行う。ここでＵＥの機能に従ってデータ・オブジェクトを表示および／
または発音した後、ステップ２９９でこの手続きを終了する。一例として、受信ユーザ設
備のハンズフリー設備が活動状態の場合は、表示された情報の補助として少なくともオー
ディオ・インターフェースを用いるとよい。ホーンページは、受信ユーザ設備またはＳＩ
Ｍカード内のホーンブックを更新するための情報と機能性を含んでよい。更新は受信者が
受信した後にだけ行うとよい。本発明の１つの実施の形態では、ユーザ設備のホーンブッ
ク内に存在しない人と初めて呼を送受するときは、名前や他の情報を含むホーンページを
受信したときに、受信した情報の一部分または複数部分を持つ項目をホーンブックに追加
すべきかどうかをユーザ設備のユーザに質問する。
一般に、ステップ２９９の後で、Ａ側のＵＥの機能に従って、またはＢ番号がアドレス指
定する設備の種類に従って、１つまたは複数の手続きを行う。
【００３７】
上述の実施の形態の１つにおいて、呼を行うことが連続的なトリガ事象である場合は特別
な利点がある。例えば、ダイヤルされたＢ番号に応じて商業情報を売ることにより、ホー
ンページで受けた情報の支払いを容易にすることができる。雑誌の送付先の名前と住所を
発信者のホーンページが与えるので、支払い番号をダイヤルすることにより１冊の雑誌を
売ることができる。パスワードなどにより検索可能な情報は、支払い番号をダイヤルし、
支払い済みのパスワードなどでホーンページを受けることにより売ることができる。特に
呼が終了したときまたは呼の途中に適している。
【００３８】
図３は、データ・オブジェクト・サーバ（データ・オブジェクト・サーバ１３０など）内
の対応する手続きを示す。ステップ３０５で手続きを開始し、ステップ３１０でデータ・
オブジェクト・サーバはデータ・オブジェクトの要求を受ける。要求は一般に少なくとも
Ａ番号またはＢ番号に対応する指示と、要求をトリガした活動の種類を含む。要求が暗号
化されている場合は、ステップ３２０で解読を行った後で内容を解釈する。ステップ３１
０で受けた要求内のアドレス指示（例えば、Ａ番号またはＢ番号）と、データ・オブジェ
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クト・サーバ内のメモリ・アドレスと、または別のサーバ内の、このデータ・オブジェク
ト・サーバに接続されたメモリ内のアドレスとを突き合わせて（mapped）、ステップ３３
０でデータ・オブジェクト（例えば、ホーンページ）を検索する。前に述べたように、デ
ータ・オブジェクト・サーバは、ホーンページを直接与えてもよいし、ホーンページへの
単なるポインタでもよい。このポインタはＵＲＩがよい。或る実施の形態では、データ・
オブジェクト・サーバがホーンページ自体を含まないときは、データ・オブジェクト・サ
ーバは要求を実際のホーンページ・サーバに転送する（すなわち、送付する）か、または
要求者にホーンページのＵＲＩを与える。
【００３９】
送付は次の通りである。
・　ユーザ設備はホーンページの要求をデータ・オブジェクト・サーバに送る。
・　データ・オブジェクト・サーバは全ての該当するパラメータと共に要求を実際のホー
ンページ・サーバに転送する。
・　実際のホーンページ・サーバは要求されたホーンページをユーザ設備に転送する。
【００４０】
再送（redirect）は次の通りである。
・　ユーザ設備はホーンページの要求をデータ・オブジェクト・サーバに送る。
・　データ・オブジェクト・サーバは実際のホーンページ・サーバのＵＲＩをユーザ設備
に返す。
・　ユーザ設備は与えられたＵＲＩを用いて実際のホーンページ・サーバに新しい要求を
行う。
・　実際のホーンページ・サーバは直接または間接に（例えば、名前サーバを介して）、
要求されたホーンページをユーザ設備に転送する。
【００４１】
ステップ３１０の要求はＵＥ表示機能の指示も含む。この場合ステップ３４０で、データ
・オブジェクト・サーバ内でデータ・オブジェクトを受信ＵＥの特定の表現機能に適合さ
せる。ステップ３１０の要求は要求者の識別の指示（例えば、電話番号）も含む。この場
合は、返されたホーンページは要求者の識別に従ってホーンページが選択したものである
。要求が暗号化されていた場合は、または何らかの理由で必要な場合は、ステップ３５０
でデータ・オブジェクトを暗号化した後、ステップ３６０で要求ＵＥに返し、ステップ３
９９でデータ・オブジェクト・サーバ内の手続きを終了する。
【００４２】
もちろん、アドレス指示に関するデータ・オブジェクトを得るための上に説明した一般的
な方法は、例えば関係するＵＥの通信機能に従って種々に変化してよい。例えば、一連の
データ・オブジェクトを同時に要求し、暗号化し、取得し、解読し、表現する方法は本発
明の種々の形態に適用することができる。移動局などの最近のユーザ設備は、パケット交
換通信と回線交換通信を同時に処理するよう設計されている。これらを一般にクラスＡ移
動局と呼ぶ。他の移動局の設計ではパケット交換通信と回線交換通信を交互に行う。すな
わち、ＰＳとＣＳの送信と受信を同時に行わない。これらを一般にクラスＢ移動局と呼ぶ
。
【００４３】
図４は、本発明の１つの実施の形態に係る、クラスＡ移動局であるＵＥから回線交換接続
を実施するときの手続きの流れ図を示す。ステップ４０５で手続きを開始するが、クラス
Ａ移動局はまだ呼セッションに加わっていない。ステップ４２０で、ユーザは例えば数字
やボタンを押すかまたは音声認識手段を起動してＢ番号をＢ側に示す。ステップ４２０の
間にＢ番号全体を取得する。次に、移動局は２つの異なる接続の設定を開始する。すなわ
ちステップ４３０－４４０－４９８で音声通信チャネルのための回線交換接続を行い、ス
テップ４５０－４９９でホーンページの検索のためのパケット交換通信チャンネルを設定
する。これらの手続きはクラスＡ移動局内で同時に行う。
【００４４】
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回線交換手続きでは、ステップ４３０でＢ側との音声接続を行い、通話に用いる移動体網
で通信資源を割り当てる。ステップ４４０で、普通の音声呼と同様に、例えば移動局では
所定のボタンを押すことにより、または固定網電話では受話器を置くことにより、通話は
終わる。呼が終わると、移動体通信網の回線交換部内の関係する通信資源と接続に関係す
る全てのＰＳＴＮ資源の割り当ても解除する。
【００４５】
パケット交換手続きは、基本的には図３に関連して説明した手続きと同じである。ステッ
プ４５０で必要であれば暗号化した後、ステップ４６０でデータ・オブジェクト要求を送
り、ステップ４７０－４９０で応答を受け、必要であれば解読し、ホーンページを表示し
、ステップ４９９でパケット交換接続を終了する
上に説明したように、クラスＢ型の移動局はパケット交換と回線交換の２つの接続を同時
に処理することができないので、或る事象では、回線交換音声接続を設定したときには別
の方法でホーンページを検索する必要がある。
【００４６】
図５は図４を参照して説明した手続きと同様な手続きを示すが、呼の発信端であるＡ側で
はクラスＢ型の移動局を用いる。ステップ５０５で手続きを開始し、ステップ５１０で、
図４を参照して上に説明したようにＢ番号を示す。この実施の形態では、ステップ５２０
を挿入してホーンページを要求するかどうかを選択する。選択は一般にユーザが行い、お
よび／またはダイヤルされたＢ番号が適当な設定で示す。本発明の１つの実施の形態では
、所定のＳＥＮＤボタンをダブルクリックすることにより、ホーンページを要求すること
を示す。ホーンページが必要でないと示された場合は、図４のステップ４３０，４４０，
４９８で説明したように、ステップ５５０，５６０，５９９で回線交換呼を接続し、そし
て終了する。
【００４７】
ホーンページが必要であると示された場合は、次のステップ５３０で暗号化し、ステップ
５３５でデータ・オブジェクト要求をパケット交換通信チャンネルで送る。５４０でパケ
ット・セッションに割込みがない限り、Ａ側へのデータ・オブジェクトのダウンロードを
続ける。ステップ５７０でデータ・オブジェクトを受け、暗号化されている場合はステッ
プ５８０で解読し、ステップ１９０で表現する。ステップ５９５でデータ・オブジェクト
を検出し、受ける情報がまだあり、かつステップ５４０で割込みがなければ、データのダ
ウンロードを続ける。割込みが起こるのは、例えばホーンページの完全なダウンロードを
ユーザが待たずに、ステップ５５０で回線交換通信を実施するときである。これが起こる
のは、時間切れによるか、またはマン・マシン・インターフェース（ＭＭＩ）により手動
で示すことによる。遅くとも、ダウンロードするホーンページ・データがなくなると回線
交換通信を実施する。本発明の別の実施の形態では、呼が終了したときまたはＵＥが呼を
行っていないときは、クラスＢのＵＥのホーンページをデータ・オブジェクト・サーバ１
３０から取得して、次のトリガ事象で直ぐ利用できるようにＵＥ内に局所的に記憶する。
【００４８】
これまでは、Ａ側の設備で表示するホームページの検索について説明した。理解されるよ
うに、Ｂ側も接続に関するホーンページ、好ましくはＡ側の番号で識別されるホーンペー
ジ、を同様に表示することができる。図６は、Ｂ側がクラスＡの移動局に対応する機能を
有するときに、本発明の１つの実施の形態に従ってＡ側ホーンページを検索するための、
Ｂ側のユーザ設備内での手続きの流れ図を示す。ステップ６０５で、例えばＢ側のＵＥへ
の着信呼により手続きを開始する。ステップ６１０で、ＵＥとこれに接続する網１１０と
の間の通信チャンネルを割り当てる。ステップ６２０で、呼発信識別（すなわち、Ａ側の
識別、好ましくはＡ番号）の指示をＢ側に示す。次にステップ６６０で要求を暗号化した
後、ステップ６７０で要求をデータ・オブジェクト・サーバに送る。要求を受けると、サ
ーバはＡ側から受けた要求と同様に処理し（すなわち、必要であれば暗号化し）、Ａ側の
識別に関係するデータ・オブジェクトを送る。ステップ６８０でＵＥはデータ・オブジェ
クト（すなわち、ホーンページ）を受け、必要であればステップ６９０で解読した後、ス
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テップ６９５でホーンページをＢ側のユーザに表示する。着信呼が緊急のトリガ事象であ
る場合に要求された、着信ユーザ設備内でＢ側が受ける挨拶ホーンページは、発信者Ａ側
（すなわち発呼者Ａ側）の個人化された呼出し信号を含み、Ａ側はＢ側のユーザ設備内の
特殊な呼出し信号によりＢ側に対して自分を識別する。本発明の１バージョンでは、好ま
しくは呼または呼の設定の間だけ一時的にホーンページ内の音を呼出し信号の代わりとし
て、ホーンページ音を呼出し信号として用いる。別のバージョンでは、好ましくは呼の間
だけホーンページ受信者の呼出し信号を無音にすることにより、通常の呼出し信号ではな
くホーンページの音だけが聞こえるようにする。
【００４９】
６３０で呼出しに対して応答がある場合は、音声接続は図３と図４に関連した説明と同じ
手続きで行う。呼出しに対して応答がない場合は、６９８で音声部分のシーケンスは終了
する。
明確にするために、上述のいくつかの実施の形態において、ＵＥ１００と通信インフラス
トラクチャ１１０の間と、ＵＥ１００とデータ・オブジェクト・サーバ１３０の間の信号
の流れのいくつかのステップを省略し、本発明に係る、必要で新しいステップを中心に説
明した。理解されるように、上に述べた信号の流れに加えて、他の手続き（例えば、認証
、チャンネル割り当て、課金）を行ってよい。
【００５０】
図７は本発明の１つの実施の形態に用いられるＵＥを示す。このＵＥは移動体電話または
移動体電話機能を持つＰＤＡである。中央処理ユニット（以後、ＣＰＵ）７５０は、少な
くとも１個のメモリ・ユニット７５１と少なくとも１個のディスプレイ７２０に接続する
。またＣＰＵ７５０はキーボード装置すなわちエリア７５２に接続し、加入者はこれによ
り例えば数字を入力することができる。電源が一時的に故障した場合でも記憶されている
情報を保持するために、メモリ・ユニット７５１は不揮発性（例えば、ＥＥＰＲＯＭまた
はＳＩＭカード）がよい。またＣＰＵ７５０は、入出力するデータをＲＦ変調信号に変換
する無線ユニット７１０に接続する。無線ユニット７１０は、ＲＦ変調信号をＲＦ伝送媒
体（例えば、空気）と受信／送信するアンテナ７６０にも接続する。また無線ユニット７
１０は、音声通信のためのイヤホン７３０とマイクロホン７４０に直接または間接に接続
する。またＵＥは複数のプログラムを更に含む。これは例えば、少なくとも１種類のデー
タ・オブジェクトを表現するブラウザ７７１と、データ・オブジェクト要求を暗号化しま
たデータ・オブジェクトを解読する暗号化／解読エンジン７７２である。また随意である
が、ＵＥはキャッシュ・メモリを備えてよく、これにより通信網１０内の伝送資源を占有
せずにデータ・オブジェクトを記憶および検索することができる。
【００５１】
図８は、本発明の１つの実施の形態に係るデータ・オブジェクト・サーバ１３０を示す。
データ・オブジェクト・サーバは少なくとも１個のＣＰＵ８３０を備え、ＣＰＵ８３０は
少なくとも１個のメモリ装置８１０と、キャッシュ・メモリ８５０と、少なくとも１個の
データベース８４０と、少なくとも１個のインターフェース８２０に接続する。メモリ装
置８１０とデータベース８４０は不揮発性でよい。インターフェース８２０により、ＣＰ
Ｕ８３０はデータ網１２０とデータを送受することができる。キャッシュ・メモリ８５０
は頻繁に用いられるデータ・オブジェクトを記憶して、ＣＰＵ８３０が直ぐ使えるように
する。データベース８４０はＵＥ１００が通信インフラストラクチャ１１０とデータ網１
２０を介して要求する実際のデータ・オブジェクトを含む。またデータ・オブジェクト・
サーバは多数のプログラムを備える。プログラムは、ＵＥ１００の表現能力に従ってデー
タ・オブジェクトを最適化するフィルタ８６１や、データ・オブジェクト要求を解読しま
たデータ・オブジェクトを暗号化する暗号化／解読エンジン８６２を含むが、これらに限
定されるわけではない。
【００５２】
本発明の１形態では、ブロック８１０，８２０，８３０，８４０，８５０，８６０は複数
のコンピュータ上で実現してよい。本発明の別の形態では、前記複数のコンピュータは実
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質的に離して置いてよい。
【００５３】
Ｂ番号の指示はＡ側のＵＥ内でＢ番号を示す任意の手段が関係する。Ｂ番号指示手続きの
第１の例を、図９を参照して説明する。図９では、Ｂ番号指示はステップ９０５で開始し
、ステップ９１０でキーボード配列から文字を受ける。ステップ９１０に応じて、ステッ
プ９２０でＵＥのメモリ・バッファ内に文字を記憶し、ステップ９３０でＢ番号が完了し
たかどうかチェックする。番号が完了してない場合は、ステップ９１０，９２０，９３０
を繰り返す。Ｂ番号が完了した場合は、Ｂ番号指示手続きは９９９で終わる。ステップ９
３０でＢ番号が完了したかどうかの判定は、指示手続きを管理するタイマの使用や、キー
を押す数を最も少なくするためのショート・キーの組み合わせや、番号の完了を示す所定
のボタン（例えば、ＳＥＮＤボタンまたはＣＡＬＬボタンを１度押す）や、Ｂ番号の完了
を知るためにメモリ・バッファ内の数字を分析することを含む。
Ｂ番号指示の第２の例は音声検出による。到着するトーク・スパートがＵＥ１００に含ま
れる内部データベース内の項目と一致する場合は、上述のトーク・スパートに応じて有効
なＢ番号が得られたことになる。
【００５４】
Ａ番号の指示はＡ番号を前記ＵＥ１００に示す任意の手段が関係する。Ａ番号指示手続き
の第１の例を、図１０を参照して説明する。Ａ番号の指示手続きはステップ１００５で開
始し、ステップ１０１０で通信インフラストラクチャ１１０からＡ番号を受ける。ステッ
プ１０１０に応じて、Ａ番号が有効かどうか（例えば、ブロックされていないか、秘密か
、誤解されているか）チェックし、有効な場合はステップ１０３０でＡ番号をＵＡ１００
のメモリ内に記憶する。Ａ番号が有効でない場合は、Ａ番号が有効でないことを示すフラ
グをＵＥ１００のメモリ内に記憶する。この手続きは１０９９で終わる。
Ａ番号指示の第２の例は、Ａ番号またはＡ番号に応じるデータ・オブジェクトを直接論理
データ通信リンク１６２で送ることである。
【００５５】
図１１は、ＵＥ１００が図形機能を持つ固定電話の場合の本発明の第２の形態に係るＵＥ
１００を示す。この第２の形態では、ＵＥ１００は図７で説明した移動体電話と同じであ
るが、異なる点は、無線ユニット７１０とアンテナ７６０の代わりに媒体アダプタ１２１
０を用いることである。媒体アダプタ１２１０は、ＩＳＤＮ、ＡＤＳＬ、ＨＤＳＬ、ＶＤ
ＳＬ、ケーブル網、またはこれらの任意の組合せを含む（しかしこれらに限定されない）
特定の媒体標準と送受する信号を変換する。
【００５６】
図１２は本発明の別の実施の形態に係るＵＥ１００を示す。ＵＥ１００は移動体電話１３
９０でよく、場合によってはデータ・オブジェクト表現機能を持たず、アンテナ１３６０
を持ち、通信リンク１３９５を介してＰＤＡ１４９０に接続する。通信リンクは、例えば
赤外線、無線（例えば、ブルートゥース）、有線の通信装置で実現してよい。またＰＤＡ
１４９０は、少なくとも１個のメモリ・ユニット１４５１と少なくとも１個のディスプレ
イ１４２０に接続するＣＰＵ１４５０を備える。またＣＰＵ１３５０はキーボード装置す
なわちエリア１４５２に接続し、加入者はこれにより例えば数字を入力することができる
。電源が一時的に故障した場合でも記憶されている情報を保持するために、メモリ・ユニ
ット１４５１は不揮発性（例えば、ＥＥＰＲＯＭまたはＳＩＭカード）がよい。またＰＤ
Ａ１４９０はプログラムの集合１４７０を含む。これは少なくとも１種類のデータ・オブ
ジェクトを表示するブラウザ１４７１と、データ・オブジェクト要求を暗号化しまたデー
タ・オブジェクトを解読する暗号化／解読エンジン１４７２を含むが、これに限定されな
い。また移動体電話１３９０は図７にも示されており、１３２０は７２０に対応し、１３
１０は７１０に対応し、１３５０は７５０に対応し、１３５１は７５１に対応し、１３５
２は７５２に対応し、１３３０は７３０に対応し、１３４０は１３４０に対応する。
【００５７】
本発明の機能性はユーザ設備内に予めプログラムしてもよいし、ユーザ設備にロードまた
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はダウンロードしてもよい。または網オペレータは、ユーザが網にアクセスするのに用い
るアプリケーションをＳＩＭカードで与えてよい。
【００５８】
基本的に、本発明は電話番号などのアドレス指示と、ホーンページを指すインターネット
・アドレスなどのデータ・オブジェクトとの間の関連を与えるものである。ユーザが電話
番号をダイヤルすると、電話番号に関連するインターネット・アドレスが自動的に得られ
、インターネット・アドレスにある内容（すなわち、ホーンページ）がユーザの電話に自
動的にダウンロードされて表示される。同時に、ユーザ自身のホーンページが被呼者の電
話にダウンロードされて表示される。電話番号に関連する他に（場合によっては、所有者
も要求者も、誰が要求し／受信するかによって異なるホーンページを送る可能性がある）
、ホーンページは特定の事象にも関連する。かかる事象の例は、ユーザが電話番号をダイ
ヤルするとき、呼に応えるとき、着信呼を受けるとき、ダイヤルされた番号が話し中のと
きなどである。ユーザは、１つまたは複数の事象にそれぞれ関連する複数の異なるホーン
ページを有してよい。これにより、状況によってユーザは異なる種類の情報を他のユーザ
に与えることができる。１つの有用な例として、相手が話し中または応答しない場合にユ
ーザは追加の情報（例えば、ｅメール・アドレス）を与えることができる。
【００５９】
要するに、本発明は次のように述べることができる。
・　ホーンページ事象が起こる（例えばユーザが電話で、例えば移動体電話で番号をダイ
ヤルする）。移動体電話はホーンページ番号サーバに要求を自動的に送って、ダイヤルし
た電話番号に関連するインターネット・アドレス（すなわち、ホーンページの位置）を聞
く。
・　ホーンページ番号サーバは電話番号とその他のパラメータを用いてデータベース内の
インターネット・アドレスを探す。
・　移動体電話がホーンページの位置を受けると、ブラウザまたは同様な機能性が起動し
て、インターネット・アドレスの情報を検索するよう要求を送る。
・　ホーンページ内容が移動体端末にダウンロードされる。
【００６０】
本発明は上に説明した実施の形態に制限されるものではなく、特許請求の範囲内で変更可
能である。
【図面の簡単な説明】
本発明の特徴と利点を明らかにするため、以下の図面を参照して詳細に説明する。
【図１】　本発明の１つの実施の形態に係る通信インフラストラクチャの概観を示す。
【図２】　本発明の１つの実施の形態に係るＡ側のＵＥ内の加入者対話の第１の流れ図を
示す。
【図３】　本発明の１つの実施の形態に係るデータ・サーバ内の加入者対話の第１の流れ
図を示す。
【図４】　データ通信と音声通信を同時に行うことが可能なときの、本発明の１つの実施
の形態に係るＡ側のＵＥ内の加入者対話の第２の流れ図を示す。
【図５】　データ通信と音声通信を同時に行うことが不可能なときの、本発明の別の実施
の形態に係るＡ側のＵＥ内の加入者対話の第３の流れ図を示す。
【図６】　本発明の１つの実施の形態に係るＢ側のＵＥ内の加入者対話の流れ図を示す。
【図７】　本発明の１つの実施の形態に係るＵＥの例示のブロック図を示す。
【図８】　本発明の１つの実施の形態に係るデータ網内のデータ・オブジェクト・サーバ
のブロック図を示す。
【図９】　本発明の１つの実施の形態に係るＢ番号指示手続きの流れ図を示す。
【図１０】　本発明の１つの実施の形態に係るＡ番号指示手続きの流れ図を示す。
【図１１】　本発明の１つの実施の形態に係る、固定網に接続したＵＥの例示のブロック
図を示す。
【図１２】　本発明の１つの実施の形態に係る、ＰＤＡと移動体電話から成るＵＥの例示
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【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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